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	 量子スピン液体が有限温度でどのような性質を示すかは、実験的に量子スピン液体を同定

する上で非常に重要な情報である。そこで我々は、量子スピン液体を基底状態にもつと期待

されている、最近接のホッピング(t)と次近接のホッピング(t’)を持つ正方格子上のハバード模
型(t-t’ハバード模型)に対して有限温度計算を行った。用いた手法は、近年提案された有限温
度に対する厳密な計算手法である熱的純粋量子状態である[1]。t-t’ハバード模型に対して系統
的な計算を行った結果、t’/t~0.75 のパラメータ領域で、長距離のスピン相関が低温でも発達
せず低温までエントロピーが残りつづけるという、量子スピン液体と整合する振る舞いを見

つけた。また、最近接のホッピング tの 1/10という比較的高温における残留エントロピーの
値が、対象としている系が基底状態で量子スピン液体になれるかどうかを判定する基準とし

て有用であることを見出した結果についても報告する。発表では、実験で量子スピン液体が

報告されている[2]有機導体EtMe3Sb[Pd(dmit)2]2の第一原理有効模型[3]に対しても有限温度
計算を行った結果についても発表する。本研究の計算の一部はオープンソフトウェア HΦ[4]
を用いて行ったものである。 
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